
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県がん対策推進計画の目標達成に向けた平成３０年度の取組 

具
体
的
な
取
組
へ 

    

◆ 第３次計画の初年度に当たり，

３つの柱による「がん対策日本一」

の実現に向けた総合的な取組を強

化する。 

◆ がんの早期発見，がん検診，

緩和ケアの充実，治療と仕事の両

立支援などの重点課題に対する取

組を着実に実施する。 

  
◆ がん対策推進事業 ４，７９５千円 

・第３次「広島県がん対策推進計画」に基づく取組等について，「広島県が

ん対策推進委員会」及び「専門会議」での評価・進行管理。 
  

  

 
◆ 緩和ケア推進事業 １４，２１４千円 

・在宅及び施設における緩和ケアの充実。 

・緩和ケアに携わる医師，看護師及び薬剤師の資質向上県研修の実施。 
 

◆ がん患者・家族相談支援事業【一部新規】 ４，２２３千円 
・がん患者及びその家族等への情報提供・相談体制の充実。 

・がんピアサポーターの養成 

・医療機関における就労支援体制の構築に向け，拠点病院にモデル的に就

労支援コーディネーターを配置し，実効性のある仕組を検討。 

・がん患者の妊孕性（妊娠できる能力）温存治療の普及啓発及び治療費の

助成。 
 

◆ Ｔｅａｍがん対策ひろしま推進事業 ４，９４３千円 
・がん予防・検診，患者団体支援及び就労支援に総合的に取り組む 

「Ｔｅａｍがん対策ひろしま」登録企業の拡大を図るとともに，その取り組みを 

支援し，地域全体でのがん対策を推進。 

 
◆ ひろしまがん高精度放射線治療センターの運営 ２８，３７３千円 

・広島がん高精度放射線治療センターを指定管理者により運営。 

◆ がん診療連携拠点病院機能強化事業 １００，０００千円     
・がんの専門的医療の実施，地域のかかりつけ医等に対する研修，がん医

療に関する情報提供などを行うがん診療連携拠点病院の機能強化を図る

ため，相談支援，研修に要する経費等を支援。  

◆ がん医療ネットワーク機能強化事業 ３，７２１千円 
   ・県民に最適ながん医療を提供するため，がん診療連携拠点病院を中心とし

た医療ネットワークの普及及び機能強化を実施。 

◆ がん登録推進事業 ２４，４７６千円４,６６２千円         
・地域がん登録及び全国がん登録の実施。 

・全国がん登録の普及啓発及び研修の実施。 

  ・広島県医師会が実施する腫瘍登録事業の支援。 
 

 

  

 

 
《がん予防（１次予防）》 
◆ たばこ対策推進事業  

・がん対策推進条例に規定する受動喫煙防止対策の徹底。 

◆ ウイルス性肝炎対策 １２，８８９千円 
・「肝疾患コーディネーター」の養成し，肝炎ウイルス検査の受検勧奨や養成

者に対する受診勧奨を実施。 

・「肝疾患患者フォローアップシステム」を活用した継続的な受診勧奨及び定

期検査費用の助成等により，肝炎の重症化・肝がんへの進行を予防。 
 
《がん検診（２次予防）》 

◆ がん検診受診率向上対策事業【一部新規】 ４２，１７２千円 
 ・がん検診未実施の協会けんぽ加入企業に対する検診実施の促進。 

   ・市町が実施する個別受診勧奨・再勧奨の手法等の改善への支援。 

   ・職域の女性が受診しやすい環境を整えるなどの短期集中型の受診強化事

業を実施。 
 

◆ ＳＩＢの手法を用いた新たながん検診の個別受診勧奨【新規】 

                   債務［２１，４９２千円］ 
・市町国保加入者を対象に，ソーシャルインパクトボンド（SIB）の手法を用い 

 た受診率向上のモデル事業を実施。 
 

◆ 精密検査受診率向上対策事業【新規】 ２，８１６千円 
・各市町における効果的な受診指導手法の導入支援等の実施。 

  

◆ がん検診精度管理推進事業 ５，２４６千円 
・市町が実施するがん検診の精度向上のため，専門家による評価・助言，研

修等を実施。 

 

 

 

「がん対策推進計画」 （Ｈ30.3） 
 

（計画期間：平成３０～３５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

《全体目標》 
◆ がんで死亡する県民の減少

（遅くとも第４次計画期間内（H36～
H41）に 75 歳未満年齢調整死亡率 

（人口 10 万対）全国 1位） 
《目指す姿（将来像）》 
◆ 科学的根拠に基づくがん予

防・がん検診の充実 
◆ 患者本位のがん医療の実現 
◆ 尊厳を持って安心して暮らせ
る社会の構築 

がん対策の【３つの柱】 
１ がんの予防・がん検診 
２ がん医療 
３ がんとの共生 

 

【基本理念】 
◆「県内のどこに住んでいても，
どんながんであっても，必要な
手立てや情報を受けることが
でき，安心して暮らせる広島
県」を目指し，総合対策を強化
する。 

◆県民みんなが，がんを自分にも
起こり得ることとして関心を
もち，それぞれの立場で予防や
検診をも含めた「がん対策」に
取り組む社会をつくる。  

資料４ 

Ｈ30 のポイント 


